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CCSに関する基本的な認識

✓ 当面の間、化石資源を利用しながらカーボンニュートラルを目指す上で、CCSは不可避の対策

✓ 2050年CNを公約した我が国にとって、戦略的に重要な選択肢

✓ 鉄鋼業にとっても、2050年CNシナリオにとって必要不可欠の選択肢

✓ 2030年の商業化実現に向けて、技術開発、コスト削減、法制度整備を進めることは極めて重要

参考：日本鉄鋼連盟長期温暖化対策ビジョン
技術ロードマップにおけるCCS



製鉄所のCO2回収源としてのポテンシャル

✓ 国内の高炉一貫製鉄所：13カ所(現在) ⇒11か所(2030年時点想定）

✓ 一貫製鉄所から排出されるCO2(SCOPE-1)：1.4～1.8億t(内8割超は副生ガス燃焼排ガス)

✓ 排出源：発電所約5割、高炉熱風炉約2割、コークス炉約1割、その他約2割

✓ CO2濃度：高炉ガス/転炉ガスの未燃ガス/燃焼排ガスのCO2濃度は石炭火力よりも高濃度

製鉄所からのCO2分離回収は、大量かつ低コスト
でのCCS実現の可能性を有している

✓ 大量の中低温未利用排熱があり、CO2分離に利用できる可能性

✓ 高炉一貫製鉄所は、高炉、コークス炉、発電所などCO2排出源
のクラスターであり、回収のハブとなる可能性

H2 CH4 CmHn CO CO2 N2

コークス炉ガス 56 30 3 6 2.5 2.5 5.9

高炉ガス 4 ND ND 22.5 22.5 51 29.5

転炉ガス 1 ND ND 68 16 15 37.3

*左記成分ガスを空気比1.1で燃焼した場合の試算値

12～13 3～4

組成（vol%-dry） 燃焼ガス*

CO2%

鉄鋼副生ガス 参考：化石燃料燃焼ガス

石炭
CO2%

LNG

CO2%



CCSにおけるコスト負担の在り方
✓ 数千円～2万円/t-CO2のCCSバリューチェーンコスト負担の在り方には、国際競争力への影響やCCS事業の持続可能

性の観点から、慎重な議論が必要。

✓ 仮に、国際競争に晒される製造業にCCSコスト負担を求めた場合、CCSコストの製品価格への転嫁ができなければ、
国際競争力を喪失してしまい、国内生産の縮小を余儀なくされる可能性がある。価格転嫁できた場合も、需要家
（例えば自動車）のコストプッシュに繋がり、需要家の国際競争力低下につながる可能性がある。

✓ また、製造業等のCO2排出事業者は、製造拠点の海外展開を含む様々な「省CO2対策」の中から、経済合理性に基づ
き対策を選択することになり、必ずしもCCSが選択されるとは限らない。

✓ 海外のCCS事業が公的負担で実施されていることは、我が国も参考とすべき。


